
 
『教師自身のチェックリスト』は、12個の問いかけに「はい・いい
え」を回答していくことで、日頃のご自分の取組の姿勢を振り返っ
ていくものです。 

『「気になる子ども」の記述シート』は、気になる子どもにかかわ
る情報を記入していくことで、特定の子どものイメージを膨らませ
ていくものです。 

まずは２種類のシート、それぞれの説明にしたがって、作業を行っ
てください。 

各シートには解説があります。作業後に目を通すと、作業中に得た
かかわりのヒントが、よりはっきりしてくると思います。 

２種類のシートの片方だけを用いることも、同時に両方を用いるこ
とも可能です。 

本ワークシートに記入された情報については、記入者の心の内面を
守るため、また個人情報保護の観点から、その取り扱いに十分留意
してください。また、記入ずみのシートは適切に管理してください。 

 

ワークシートのすすめ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談についての普段づかいのワークシート 
 

 
 このワークシートは、先生方一人ひとりの日頃の実践の中に、子ど
もとのかかわりのヒントを見つけ出すきっかけとなることを目指し
作成しました。このワークシートに取り組んでもらうことで、ご自身
の日々の取組や、「気になる子ども」とのかかわりについて振り返っ
てもらうことがねらいです。 
 
 ワークシートは、２種類のシートから構成されています。両方の実
施には 20 分程度が必要です。一人で振り返る際に用いていただいて
も、何人かの同僚と振り返る際に用いていただいても構いません。 
 子どもとのかかわりについて立ち止まって考えてみたい時、また、
普段少し時間ができた時などにご活用ください。 

教育相談班 
 

ワークシートのねらい 



1．教師自身のチェックリスト 
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【ねらい】 

 このチェックリストのねらいは、日々のかかわりを振り返り、意識化することで、教育相談的な姿勢を確

認することにあります。プライベートに関連する内容もいくつか含まれてくるかもしれませんが、人に見せたり

提出したりするためのものではありません。ご自身用の振り返り資料としてお使いください。 

 

【１】 次の１２個の項目について、普段のご自分の取組を振り返りながら、「はい・い

いえ」に○をつけてください。全ての項目で「はい」に○がつくとは限りません。回答し

ながらご自分の普段について振り返ってみてください。回答の際に思い浮かんだ連想は、

後々のヒントにつながるかもしれません。必要に応じてメモ欄に書き留めておいてくださ

い。 

  項目 チェック メモ 

1   子どもと雑談する。 はい ・ いいえ 
 

2   
子ども同士の人間関係を思い浮かべ

ることができる。 
はい ・ いいえ 

 

3   
子どもの得意なことを思い浮かべる

ことができる。 
はい ・ いいえ 

 

4   
放課後に子どものことを考える時間

がもてる。 
はい ・ いいえ 

 

5   
学校の外での子どもの様子を考える

ことがある。 
はい ・ いいえ 

 

6   子どもの意外な一面を発見した。 はい ・ いいえ 
 

7   
子どもに秘密を打ち明けられること

がある。 
はい ・ いいえ 

 

8   子どもとかかわるのが楽しい。 はい ・ いいえ 
 

9   
説教するより子どもの話を聞くのが

好き。 
はい ・ いいえ 

 

10   
子どものことで相談できる相手がい

る。 
はい ・ いいえ 

 

11   保護者と話す時に気が重い。 はい ・ いいえ 
 

12   私生活で自分の時間がとれる。 はい ・ いいえ 
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【２】 １２個の項目に「はい・いいえ」で答えていただきました。回答しながら思い浮

かんだこと、あるいは今思い浮かんでいることを、以下の欄に自由に書き出してみてくだ

さい。箇条書きでも文章でも構いません。 

 一見関係のないようなことも意外と重要だったりします。内容の限定はせずに書ける範

囲で書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】 上記の記入内容を踏まえて、今後、普段の取組でご自身なりにどのようなことに

気をつけてみたいと感じるでしょうか。心がけでも、具体的な行動でも構いませんので、

３つ以上書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お疲れ様でした。このシート自体を他者に見せる必要はありませんが、取り組む中で気

づいたことなどを同僚の方などと話し合われてみると、さらに新たな気づきが得られるか

もしれません。 

 なお、【１】の各質問については、p.4 以降に項目ごとの解説を設けました。気になった

質問や引っかかった質問の解説に目を通してみるのはいかがでしょうか。



2．「気になる子ども」の記述シート 
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【ねらい】 

 この記述シートでは、普段気になっている子のイメージを膨らませていきます。シートに記入していただく

内容は、個人の心の内面に深く関わるものです。シートの取り扱いにはご配慮ください。 

 

 はじめに、ご自分にとって「気になる子ども」を一人思い浮かべてください。その子ど

もについて、以下のそれぞれの欄に記入していってください。（いずれの欄も、書ける範

囲でかまいません。） 

その子のことが気になった理由は何ですか？ 

 

学年 性別 
家族構成について 

 

 

 
その子とあなたの関係 

（例：担任、養護教諭） 

これまでの育ちの様子について 

 

 

どんな子ですか？（外見的特徴・服装など） 

 

 

どんな子ですか？（印象） 

 

 

好きなこと 得意なこと 仲のいい子 

嫌いなこと 苦手なこと 仲の悪い子 

その子についての印象的なエピソードを書いてみましょう。（あなたとのやりとりや誰

かとのやりとり、一人で過ごしているときの様子、そのときの表情、それについてあな

たはどう感じるか、など） 

その子が今後どうなってくれるといいなあと思いますか？ 

このシートを書いてみて、その子について気づいたことがあれば、書いてみましょ

う。 

解説ページを p.8 に設けてあります。各欄のねらいが知りたい方はご覧ください。 
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 シート１で回答してもらったそれぞれの項目について、解説を設けました。解説

の中では、それぞれの項目で振り返ってもらった姿勢がどのような意味をもってい

るのかについて、述べています。回答したときの気持ちも思い出しながら、読み進

めてください。 

２ 子ども同士の人間関係を思い浮かべることができる。 

子ども同士の人間関係は、心の発達にとって、重要です。人とかかわることによって

成長が促進されていきますし、そもそも人とかかわらないでは生きていくこともままな

りません。子ども同士の人間関係は、何か問題が起こってきたときに子どもの力になる

こともありますし、逆に大きくつまずくきっかけともなりえます。子ども同士の間でほ

どよい距離感をつくっていくことは、集団生活の中でこそ育み得ることですが、近年こ

れが難しい作業になりつつあります。そのため、教師をはじめとした大人による橋渡し

が必要になることもあります。 

ほどよい距離は、一人ひとり違っているものです。人間関係の取り方に、その子の特

徴があらわれていると言えるかもしれません。ある子にとっての距離感の把握には、普

段からの子どもたちへのまなざしが欠かせません。心の側から理解するには、人間関係

は外せないファクターです。 
 

３ 子どもの得意なことを思い浮かべることができる。 

好きこそものの上手なれという言葉があります。子どもにとって、得意なことという

のは、しばしば自分の「好き」や「楽しい」という気持ちを語るチャンネルとなるもの

です。好きなことや楽しい気持ちについて語ることは、先生と子どもの間に安心して過

ごせる時間や関係を育む好機です。得意なことについて肯定的に耳を傾けてもらう体験

は、子どもに限らず、大人であれ、その人の心に自信を育む土壌となります。 

このためにも、一人ひとりの子どもが何を得意と感じているのか、それとなく普段か

ら気にかけておくことが大切です。たとえ得意なことを今知らなくても、あるいは思い

浮かべられなくても、「それぞれの子どもが得意なことって、何だろう？」と思いを馳

せてみることはできます。子どもたちには、先生が自分の得意なことに関心を向けてく

れていることが態度などから伝わります。関心を向けてくれている大人に対しては、得

意なことを子ども自身の側からそっと教えてくれることも増えてくるでしょう。 
 

１ 子どもと雑談する。 

雑談をすることは、実はとても難しいものです。 

普段、教師は話をするという行為を、比較的はっきりと伝えたいメッセージを持って

行うのではないでしょうか。それに対して、雑談をするという行為は、どうでしょうか。

ある人間関係に緊張した状態が強く働く時、そこに雑談はなかなか生じてきません。そ

の意味で、雑談ができるかどうかは、子どもとの関係のバロメーターになっているとい

えます。それだけではなく、雑談することそのものが、その子との間につながりの雰囲

気を醸し出してくれるという、関係を育む機能をもつこともあります。 

また、子どもの興味関心という点についても、雑談を通して多くのことが見えてくる

ことでしょう。あわただしい日々の中、時に少しリラックスして子どもと雑談をして過

ごせるような時間を確保できるといいですね。 
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５ 学校の外での子どもの様子を考えることがある。 

子どもたちが学校にいるのはだいたい８時間ほどです。部活動や課外活動まで含める

と、子どもたちは一日の多くを学校で過ごしていることになります。教師が子どもと直

接コミュニケーションを取るのは、主に学校にいる間でしょう。 

生徒指導上や家庭環境での課題を抱える子について、学校の外での様子を思い浮かべ

ることは、教師の仕事の性質上少なくないのではないでしょうか。その一方で、学校の

外での生活は、当然ながら、平穏に思われる子にもあります。家族関係、友だち関係、

進路関係など、良きにつけ悪しきにつけ子どもたちの経験は、子どもたちの現状の姿へ

と結びついています。 

教師が子どもたちの学校外の生活にまで常に目をこらしていなければならないとい

う意味ではなく、学校の外での子どもたちの様子に、ときおり思いを寄せるのも良いの

ではないでしょうか。教師が子どもたちへ向ける関心は、子どもたちが育っていく原動

力となるのです。 
 

４ 放課後に子どものことを考える時間がもてる。 

目の前に子どもがいると、その場の対応や、気持ちの揺れ動きにどうしても追われが

ちになります。目の前に子どもがいないからこそ、落ち着いて子どものことを考えるこ

とができます。日々の隙間の時間を利用し、気楽な気持ちで子どものことにぼんやりと

思いをめぐらせてみることをお勧めします。 
 

６ 子どもの意外な一面を発見した。 

近年、子どもたちの抱える課題はますます複雑化しています。そのため、旧来の子ど

も観が通用しない場面もあります。また、課題の複雑化にともなって、個別的で細やか

な子ども理解の必要性も増しています。そして、一人ひとりの子どもは日々成長や変化

を見せる存在です。したがって、同じ子どもであっても、昨日とは違った姿を、今日見

せてくれることがあります。 

子ども理解とは、ある子どもについて分かる面、言い換えれば、自分の感覚で納得で

きる領域が増加していくことだと思われるかもしれません。しかし、子ども理解のプロ

セスとは、分かる面の増加よりむしろ、分からない面、つまり自分との違いに気づいて

いくことだとする考え方もあります。 

こうして得られる「分からない」という体験は、意外性の発見にもつながっていきま

す。意外さの中に、子どもたちが持つ可能性が眠っています。こうした可能性の発展を

支える、教師のまなざしの柔軟さを、日々のかかわりの中で保持していたいものですね。 
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８ 子どもとかかわるのが楽しい。 

遊びを通じ、子どもたちは様々な発見をしていきます。こうした体験は、子どもたち

に自分で考える力を伸ばしていくための貴重な機会を与えます。子どもは心を自由に動

かせる場を保証されるときに、本来持つ成長力をもっとも大きく発揮すると言われてい

ます。そして、かかわり手である教師の側でも心が動いているときに、子どもの成長は、

より充実したものとなります。 

多忙な日々の中、子どもたちとかかわる楽しさを見失わずにいることは、必ずしも容

易なことではありません。子どもたちとのかかわりに、楽しさを見いだせないことも起

こりえます。もしかしたら、そんなときは、自分の心が動きにくくなっているときかも

しれません。自分の時間の確保なども視野に入れて、常日頃から、かかわる側の心の土

壌づくりをしておくことが大切です。 
 

９ 説教するより子どもの話を聞くのが好き。 

教育相談のテキストには話を聞くことの大切さがよく書かれています。子どもは自分

たちで成長する力を持っているので、それを信じてとにかく話を聞いておいたらどうか

ということでしょうか。 

話を聞いてもらえると、なぜだか話を聞いてくれた人に受け入れてもらえている感じ

が残ることがあります。自分が好かれているという感覚や、大切にされているという感

覚は、子どもたちが自己肯定感を育む土台や、教師と子どもとの間に信頼関係を築く基

礎となるものです。 

説教とまでは言わずとも何か助言や指導をすることは、教師の職務上避けられないも

のでありますが、ある面、子どもの心に響かず、教師の自己満足で終っているところも

あるものなのです。もちろん、適切な助言や指導は、子どもの環境や状態を考えた上で

なされる時には、子どもにより効果的です。そうした指導を有効に機能させる上でも普

段から話を聞くことは大切です。 
 

７ 子どもに秘密を打ち明けられることがある。 

日頃の様子が活発でも、おとなしくても、子どもは秘密を持つことがあります。 

秘密は、その内容によっては大人の目の届かない反社会的行為などの問題へつながる

こともあります。しかし秘密を持てることが、ある子の心が他者と自分を区別した上で

内側から成熟しつつある、という発達的な証となっていることもあります。「心の器」

ができてきたともいえるでしょう。秘密を持てることは、自分作りの大切な指標となり

ます。 

秘密の内容とは、悩みや劣等感に限らず、その子が大切にしているもの、憧れの人、

将来の夢など、様々です。聞いてしまえば他愛もないような秘密でも、打ち明けようと

する本人にとって多大な勇気や先生への親愛の情を必要とします。つまり悩みなどの秘

密を打ち明けられることが、その子と先生との間の信頼関係の形成の証としてみること

もできるでしょう。無理に聞き出す必要はありませんが、心の内奥を覗かせてくれるよ

うな関係を子どもとの間にどの程度築けているか、時々振り返ってみてもいいかもしれ

ません。 
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１２ 私生活で自分の時間がとれる。 

教師という職業も、対人援助職です。そして、自分自身を通して相手に影響を及ぼす

仕事です。こうした仕事では、ときに生身の自分を使わねばなりません。 

対人援助のこつのひとつに、自分をいきいきさせておくことがあります。自分自身の

仕事の意味を理解し、それを全うできる環境が整っており、周囲にも助けられ、子ども

たちの成長が実感できるとき、仕事は自分自身をいきいきとさせる源泉となります。し

かし、常にそうした理想的な状態を保つのは、難しいことともいえましょう。 

自分自身のいきいきの源泉として、趣味に没頭する、家族や友人と過ごす、徹底的に

寝る、など、仕事以外での活動が意味をなしてきます。そこでの過ごし方が、自分自身

のエネルギーを蓄え、明日への活力となります。忙しい中だからこそ、意識的にそのよ

うな「自分の時間」を確保してみることも大切となってくるでしょう。 
 

１１ 保護者と話す時に気が重い。 

教師は保護者とのやりとりの中で、お願いや要請の形をとった苦情を言われるように

感じたり、あるいは自分にはしづらいことを求められているように感じたりすることが

あります。こんなときは、愉快な体験としては感じにくく、やりとり自体をおっくうに

感じることもあるのかもしれません。その一方で、保護者も、教師とのやりとりの中で、

子どもの学校での望ましくない言動を伝えられるのではと感じて不安に思ったり、身構

えたりすることがあるようです。 

教育活動を通して、あるいは保護者との日常的な接触を通してのやりとりに気後れを

感じることが、お互いにあるかもしれません。そんな中にも、学校を信頼して子どもを

任せたいという保護者の自然な願いも流れています。教師と保護者とが向き合う中で、

互いの緊張が和らいで、信頼関係が培われていくといいですね。 
 

１０ 子どものことで相談できる相手がいる。 

担任する学級、受け持つ授業、担当するクラブ。子どもと接する場面は多岐にわたり

ます。そうした中で、子どもとどう接していいのか、子どものことをどう理解していい

のか、困ることもあるかと思います。 

そんなときに先生方はどうされるでしょうか。本にヒントを求めたり、研修や講演会

に参加したり、コンサルテーションを受けたりと、色々な方法を利用していかれること

でしょう。こうした努力は、もちろん大切なことです。そしてそれと同じくらい、ある

いはそれ以上に、職場の内外の同僚や管理職に相談しながら、自分たちの創意工夫で困

難を乗り越えていくことが不可欠です。そのためには、職場内で声をかけやすい人間関

係を日頃からつくっておくことが重要となります。会議のような改まった場以外でも必

要に応じて話ができる雰囲気は、何か問題が起こったときに、迅速に対応する上でも生

きてきます。 

一方で、普段のご自身の取組を身近で見ている人たちだからこそ、改めて相談するの

が難しい、知られたくない、ということもときにはあるでしょう。そのような場合は、

学校の外にある専門機関の専門家の力も活用されるといいかもしれません。 
 



 

8 

 
 
 
 

表 2．「気になる子ども」の記述シート 

 はじめに、先生にとって「気になる子ども」を一人思い浮かべてください。その子ども

について、以下のそれぞれの欄に記入していってください。（いずれの欄も、書ける範囲で

かまいません。） 

その子のことが気になった理由は何ですか？ 

 

学年 
性別 家族構成について 

 

 

 

その子とあなたの関係 

（例：担任、養護教諭） 

これまでの育ちの様子について 

 

 

 

どんな子ですか？（外見的特徴・服装など） 

 

 

どんな子ですか？（印象） 

 

 

好きなこと 得意なこと 仲のいい子 

嫌いなこと 苦手なこと 仲の悪い子 

その子についての印象的なエピソードを書いてみましょう。（あなたとのやりとりや誰

かとのやりとり、一人で過ごしているときの様子、そのときの表情、それについてあな

たはどう感じるか、など） 

その子が今後どうなってくれるといいなあと思いますか？ 

このシートを書いてみて、その子について気付いたことがあれば、書いてみましょう。 

 

 

 

 

「気になる子ども」は、必ずしも「問題・課題を呈している子ども」を意味しません。なんとなく心に引っかかる

という程度かもしれませんし、好感からかもしれません。 

どんな子でも、「気になる」理由を考えてみることは、その子と自分との関係を振り返ったり、教師自身の現在の

課題や個性への理解を深めたりするきっかけとなります。 

 シート２について、個々の項目ではなく、大きなくくりごとに、解説を設けまし

た。その子どもについての理解がどう深まるかのヒントになっています。また、そ

の子に限らず、広く子どもとかかわる上でのヒントにもなっています。 

エピソードを思い浮かべるだけではなく書き出すことで、その出来事から少し距

離をとって眺めることができるようになります。 

「書きながら気づいたこと」、「『そういえば』と思い浮かんでくる疑問」などは、

その子どもだけではなく、他の子どもとのかかわりにおいても活きてくるでしょ

う。 

基礎的な情報をもとに教師の中でのその子をまとめるパートで

す。その子の背景となる家族歴や生育歴に続いて、現在のその

子をどうとらえているかを書き込む項目が並んでいます。言わ

ずもがなの項目かもしれませんが、あえて書き出すことで再確

認することをねらいとしています。 

ある子について一度、普段から自分が気になっていたこ

とを書き出したり、持っていた情報をまとめてみたりす

ると、それまでとは少し違った角度から、子どもの現状

や見落としていた良い面、あるいはこれからの課題が浮

かんでくることがあります。 


